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*  本稿は、筆者が RIETI の上席研究員として研究したものである。 
RIETI ディスカッション・ペーパーは、専門論文の形式でまとめられた研究成果を公開し、活発
な議論を喚起することを目的としています。 論文に述べられている見解は執筆者個人の責任で発表
するものであり、 （独）経済産業研究所としての見解を示すものではありません。  2








































































































































                                                  
1  モジュール化の水準の定式化については、藤本隆宏、大鹿崇、貴志奈央子〔2005(1)〕 、
桑原哲〔2006〕参照 









































                                                  









今、ｎ種類の財が存在する経済を想定し、自国において第 i 財を 1 単位生産す










ai  ＜ω／ω*が成立する領域では自国は当該財を外国から輸入することになる。   8

























                                                  
4  Dornbusch R., Fischer S. and Samuelson P.A.  〔1977〕 
5  図２では、第 Z-1 財から第 Z+1 財における自国の相対的生産性が上昇し、同時に自国の
相対賃金が上昇したため、従来輸入特化していた第 Z+1 財が輸出特化に転じ、第 Z+2 財は
両国で生産消費されることになる。  9


















































                                                  
6    図３はモジュール化のレベルが中位である品目の第 Z 財や第 Z+1 財の需要が縮小し、
モジュール化レベルの著しく低い品目や逆に著しく高い品目の需要が拡大した姿を図示し

























































ベルと当該比較優位についての順位相関の計測を行った。10  11  12 
 
                                                  
9  国連統計局が作成した UN comtrade(UN Commodity Trade Statistics Database)を使用
した。 
10  市場別比較優位指数(Market Comparative Advantage MCA)は下記の定義で用いた。 
MCAabi＝（Xabi／XTbi）／（XabT／XTbT） 
MCAabi：a 国の b 市場における i 製品についての市場別比較優位指数 
Xabi：a 国の b 市場に対する i 製品の輸出金額 
XTbi：世界の b 市場に対する i 製品の輸出金額 
XabT：a 国の b 市場に対する輸出金額 
XTbT：世界の b 市場に対する輸出金額 















n  ：標本数 












































































                                                  
13  モジュール化レベルが 1 から 2.05 未満までの 98 品目を低モジュール化レベル品目、モ
ジュール化レベルが 2.05 から 2.5 未満までの 98 品目を中モジュール化品目、 モジュール化
































































































































































ける比較優位指数が１を越える品目数の 1995 年-1999 年から 2000 年-2004 年 18
にかけての変化率を 3 つのモジュール化レベルに分けて算出したのが表 1 であ













表１  東アジア市場において比較優位指数が１を越える品目数の 1995 年
-1999 年から 2000 年-2004 年にかけての変化率 
単位：％ 
    日本  韓国  中国 
低モジュール化レベルの品目 0.00 ▲ 3.70 5.56 
中モジュール化レベルの品目 ▲ 2.08 ▲ 13.51 65.22 
高モジュール化レベルの品目 ▲ 3.39 8.33 20.00 
 
 
５．  含意と総括 
 
本稿では、日本、韓国、中国の 3 カ国の東アジア市場における関係において、
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